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岩手山麓における地磁気連続観測

Continuous observation of geomagnetic total force at the foot of Mt Iwate
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岩手山麓の南側，北側にそれぞれ１点づつプロトン磁力計を設置し，全磁力の連続観測を１９９８年６月２５
日から実施している。６月～７月と９月以降は（南側観測点－北側観測点）の値が緩やかに減少している。これ
は岩手山地下で熱消磁が継続していることで説明ができる。８月中旬～９月上旬にかけて，この値が急激に増加
し，M 6 . 1の地震の地震発生とともに変化が止まった。この地磁気変化は，岩手山本体近くでのピエゾ磁気効果で
説明することが可能である。地下での急激な膨張による圧力上昇が地磁気変化を引き起こし，M 6 . 1の地震発生後
は沈静化したものと考えられる。

岩手山の火山活動活発化に伴い，火山活動を地磁気で監視することを目的として，国土地理院水沢測地観測
所では，岩手山麓の南側，北側にそれぞれ１点づつプロトン磁力計を設置し，全磁力の連続観測を１９９８年６
月２５日から実施している。

火山活動では，マグマの移動などによって，地下の岩石が熱せられ磁化を失う熱消磁が生じ，地表の磁気観
測で捉えることが可能であり，伊豆大島，雲仙火山など多くの火山で観測されている。また，マグマの膨張，収
縮による応力の変化も生じ，ピエゾ磁気効果により岩石の磁化の大きさを変化させるために，応力の変化も地磁
気観測で捉えることが可能になる。

今回の観測は２点のみの観測なので，厳密な議論はできないが，次のような変化が捉えられている。
（１）６月～７月と９月以降は（南側観測点－北側観測点）の値が緩やかに減少している。これは岩手山地下で

熱消磁が継続していることで説明ができる。
（２）８月中旬～９月上旬にかけて，この値が急激に増加した。この変化の終了時期が雫石の地震（M 6 . 1）発生

にほぼ一致しており，この地震との関連が考えられる。この地震は，南側観測点よりさらに南側に震源域を持っ
ており，岩手山本体ではなく，震源域への熱の供給により熱消磁が発生した可能性もある。しかし，この地震発
生までの地震の発生状況をみるかぎりでは，M 6 . 1の震源域への熱の供給をもたらすような動きがあったようには
みうけられない。これに対し，この地磁気変化は，岩手山本体近くでのピエゾ磁気効果で説明することが可能で
ある。G P Sや干渉S A Rの結果からは岩手山西部に膨張源をもつと思われる地殻変動が観測されており，地下での急
激な膨張による圧力上昇が地磁気変化を引き起こし，M6.1の地震発生後は沈静化したものと考えられる。


